『詞源』巻上｢律呂隔八相生圖｣考 その圓環の空格が意味するもの by 明木 茂夫
は
じ
め
に
前
稿
｢『
詞
源』
巻
上
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
考
―
そ
の
二
重
循
環
の
意
味
す
る
も
の
(
１)｣
に
於
い
て
私
は
、
南
宋
・
張
炎
(
一
二
四
八
〜
一
三
二
〇
？)
の
『
詞
源』
卷
上
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
に
つ
い
て
、
そ
の
｢
建｣
と
｢
辰｣
の
二
重
循
環
の
内
容
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
精
査
し
、
そ
れ
が
右
旋
音
階
・
左
旋
音
階
と
い
う
二
つ
の
音
階
を
示
し
て
い
る
と
い
う
説
に
對
し
て
檢
證
を
試
み
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
續
き
、『
詞
源』
卷
上
｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
の
本
文
と
圖
表
に
つ
い
て
、
同
樣
に
そ
の
内
容
を
讀
解
・
整
理
し
、
特
に
十
二
律
の
圓
環
に
存
在
す
る
空
格
の
意
味
な
ど
幾
つ
か
の
點
に
つ
い
て
檢
證
を
試
み
た
い
。
本
條
は
十
二
律
呂
を
圓
形
に
配
し
た
｢
律
呂
格
八
相
生
圖｣
、
十
二
律
呂
の
各
律
呂
の
意
味
合
い
を
論
じ
た
本
文
、
十
二
律
呂
の
三
分
損
益
生
成
順
を
示
し
た
｢
上
下
相
生
環
圖
(
２)｣
の
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
以
下
、
そ
の
各
部
分
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。
一
、｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
に
つ
い
て
｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
は
、
十
二
律
呂
を
音
程
順
に
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
對
應
す
る
十
二
子
と
工
尺
譜
字
を
添
え
た
圓
形
圖
、
及
び
そ
の
解
説
か
ら
成
る
。
そ
の
解
説
の
文
字
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
自
黄
鍾
律
爲
宮,
從
本
律
數
八
至
林
鍾,
爲
徴
。
林
鍾
數
八
至
太
簇,
爲
商
。
太
簇
數
八
至
南
呂,
爲
羽
。
南
呂
數
八
至
姑
洗,
爲
角
。
姑
洗
數
八
至
應
鍾,
爲
閏
宮
。
應
鍾
數
八
至

賓,
爲
閏
徴
。
謂
之
七
調
。
(
黄
く
ゎ
う
鍾
し
よ
う
律
自よ
り
宮きう
と
爲な
し
、
本
律
從よ
り
八
を
數
へ
て
林りん
鍾
し
よ
う
に
至
り
、
徴ち
と
爲
す
。
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一
『
詞
源』
巻
上
｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
考
そ
の
圓
環
の
空
格
が
意
味
す
る
も
の
明
木
茂
夫
林
鍾
よ
り
八
を
數
へ
て
太たい
簇そう
に
至
り
、
商
し
や
う
と
爲
す
。
太
簇
よ
り
八
を
數
へ
て
南なん
呂りよ
に
至
り
、
羽う
と
爲
す
。
南
呂
よ
り
八
を
數
へ
て
姑こ
洗せん
に
至
り
、
角かく
と
爲
す
。
姑
洗
よ
り
八
を
數
へ
て
應おう
鍾
し
よ
う
に
至
り
、
閏
じ
ゆ
ん
宮きう
と
爲
す
。
應
鍾
よ
り
八
を
數
へ
て

す
い
賓ひん
に
至
り
、
閏
じ
ゆ
ん
徴ち
と
爲
す
。
之これ
を
七しち
調てう
と
謂
ふ
。)
十
二
律
呂
は
三
分
損
益
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
。
三
分
損
益
と
は
第
一
律
た
る
｢
黄
鍾｣
の
管
長
(
弦
長)
に
三
分
の
二
と
三
分
の
四
と
を
交
互
に
乘
じ
て
順
次
各
律
呂
を
求
め
る
方
法
で
あ
る
。
三
分
損
一
三
分
の
二
を
乘
ず
る
こ
と
五
度
上
の
音
程
が
求
め
ら
れ
る
即
ち
、
上
に
數
え
て
八
律
目
＝
數
八
(
順
八
、
下
生)
三
分
益
一
三
分
の
四
を
乘
ず
る
こ
と
四
度
下
の
音
程
が
求
め
ら
れ
る
即
ち
、
下
に
數
え
て
六
律
目
＝
數
六
(
逆
六
、
上
生)
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
事
項
が
二
點
あ
る
。
一
つ
は
、
三
分
損
益
は
普
通
八
度
音
程
の
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
三
分
損
益
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
第
十
三
律
は
第
一
律
の
音
程
と
は
誤
差
を
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
。
第
一
律
｢
黄
鍾｣
か
ら
順
に
三
分
損
益
を
行
い
｢

賓｣
に
至
り
、｢

賓｣
か
ら
順
番
ど
お
り
三
分
損
一
を
行
う
と
、
八
度
高
い
｢
清
大
呂｣
と
な
る
。
こ
れ
を
｢
黄
鍾｣
か
ら
八
度
内
に
收
め
る
に
は
、
こ
こ
で
三
分
損
一
で
は
な
く
三
分
益
一
を
行
っ
て
｢
大
呂｣
を
求
め
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
解
説
本
文
で
は
全
て
｢
數
八｣
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
三
分
損
一
の
み
を
繰
り
返
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
方
法
だ
と
、
生
成
す
る
音
は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
後
者
に
つ
い
て
。｢
黄
鍾｣
の
律
管
長
は
九
寸
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
｢
黄
鍾｣
九
寸
に
對
し
て
三
分
損
益
を
十
二
回
行
っ
て
得
ら
れ
る
｢
黄
鍾｣
は
、
と
な
り
、
九
寸
よ
り
も
や
や
短
く
(
即
ち
や
や
高
い
音
程
に)
な
る
。
こ
の
誤
差
が
所
謂
｢
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
カ
ン
マ｣
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
分
損
益
を
何
度
反
復
し
て
も
、
正
確
な
｢
黄
鍾｣
の
値
に
は
戻
っ
て
來
な
い
。
十
二
律
呂
は
三
分
損
益
で
は
嚴
密
に
は
循
環
し
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
解
説
本
文
は
全
て
｢
數
八｣
の
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
續
く
｢
律
呂
隔
八
層
生
圖｣
は
圓
形
圖
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
分
損
益
に
よ
る
オ
ク
タ
ー
ブ
の
高
下
、
及
び
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
カ
ン
マ
を
全
く
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
オ
ク
タ
ー
ブ
を
切
り
下
げ
る
た
め
の
三
分
損
一
と
益
一
の
轉
換
を
行
わ
ず
、
し
か
も
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
カ
ン
マ
を
考
え
ず
、
十
二
律
呂
を
完
全
に
循
環
す
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
こ
こ
で
は
、
十
二
律
呂
の
嚴
密
な
音
高
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、｢
律
呂
名｣
の
理
念
上
の
循
環
を
述
べ
て
い
る
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二
一
オ
ク
タ
ー
ブ
を
は
み
出
し
て
し
ま
う
た
め
黄
↓
大
↓
太
↓
夾
↓
姑
↓
仲
↓

↓
林
↓
夷
↓
南
↓
無
↓
應
↓
↓
三
分
益
一
に
轉
じ
て
逆
六
と
す
る
清黄
清大
2
5
×4
7
＝
8.87886
…
3
12
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
理
念
上
の
循
環
を
圖
示
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
で
あ
る
と
言
え
る
。
本
圖
の
よ
う
に
圓
形
に
配
置
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
三
分
損
一
と
三
分
益
一
の
轉
換
の
有
無
を
問
わ
ず
に
、｢
律
呂
名｣
の
循
環
を
矛
盾
無
く
示
す
こ
と
が
で
き
る
點
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
黄
鍾
黄
鍾
←
(
順
八
＝
時
計
回
り)
←
(
逆
六
＝
反
時
計
回
り)
林
鍾
林
鍾
←
(
順
八
＝
時
計
回
り)
←
(
逆
六
＝
反
時
計
回
り)
太
簇
太
簇
と
な
り
、
時
計
回
り
で
も
反
時
計
回
り
で
も
律
呂
名
で
は
同
じ
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
解
説
本
文
と
の
整
合
性
と
い
う
點
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
圖
は
典
型
的
な
｢
旋
宮
圖｣
の
内
の
十
二
律
呂
の
み
を
示
し
た
も
の
だ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
に
五
聲
・
七
聲
の
同
心
圓
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
旋
宮
圖
を
構
成
し
、
以
て
宮
調
を
展
開
す
る
た
め
の
基
礎
が
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
點
だ
け
な
ら
ば
、
話
は
比
較
的
單
純
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
傳
本
の
異
同
を
考
え
る
と
そ
こ
に
別
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。
解
説
の
文
字
に
は
各
傳
本
間
に
大
き
な
異
同
は
無
い
の
だ
が
、
こ
の
圖
に
關
し
て
は
諸
傳
本
間
に
無
視
で
き
な
い
異
同
が
存
在
す
る
。
即
ち
、
十
二
律
呂
と
そ
の
外
周
の
工
尺
譜
が
十
三
格
あ
る
も
の
と
、
そ
れ
が
十
二
格
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
、
二
種
類
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
當
然
そ
の
二
種
の
圖
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
。
各
傳
本
の
細
か
な
差
は
措
く
と
し
て
、
ま
ず
は
底
本
と
守
本
の
例
を
次
に
示
そ
う
(
３)
。
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三
圖
１
底
本
圖
２
守
本
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
底
本
は
十
二
律
呂
の
欄
が
十
三
格
と
な
っ
て
お
り
、
｢
南
呂｣
と
｢
無
射｣
の
間
が
空
格
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
空
格
の
外
側
に
は
｢
南
呂
(
工)｣
の
旁
譜
を
や
や
丸
く
し
た
よ
う
な
記
號
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
守
本
は
、
圓
を
扇

に
十
二
等
分
す
る
十
二
格
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
各
傳
本
に
於
い
て
は
、
比
較
的
古
い
鈔
本
は
お
し
な
べ
て
十
三
格
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
十
二
格
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
清
代
以
降
の
新
し
い
版
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
單
純
に
考
え
る
な
ら
ば
、
樂
理
を
解
さ
な
い
書
寫
者
が
早
い
段
階
で
誤
っ
て
十
三
格
の
圖
を
描
き
、
後
の
寫
本
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
襲
っ
た
、
近
代
に
至
っ
て
樂
理
を
解
す
る
編
者
に
よ
る
校
勘
を
經
て
漸
く
十
二
格
に
訂
正
さ
れ
た
、
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
例
え
ば
清
の
鄭
文

は
『
詞
源

律』
に
於
い
て
、
舊
本
律
暦
樂
色
悉
爲
淺
人

亂,
鈔
者
校
者
不
識
燕
樂
字
譜,
雜
連
圖
乙,
譌
繆
相
承
。
今
竝
攷
正,
以
復
舊
觀
。
(
舊
本
の
律
暦
樂おん
色ぶ
は
悉
こ
と
ご
とく
淺
人
の

さ
ん
亂
す
る
と
こ
ろ
爲た
り
て
、
鈔
者
・
校
者
の
燕
樂
字
譜
を
識し
ら
ず
、
雜
連
し
て
圖
乙
(
４)
し
、
譌
繆
相
ひ
承つ
ぐ
。
今
竝なら
び
に
考
正
し
て
以
て
舊
觀
に
復
す
。)
と
述
べ
、
十
三
格
か
ら
成
る
圖
を
一
笑
に
付
し
て
い
る
(
５)
。
そ
の
一
方
、
鄭
孟
津
氏
は
『
詞
源
解
箋
(
６)』
に
於
い
て
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
カ
ン
マ
の
蓄
積
を
考
慮
に
入
れ
た
十
三
番
目
の
律
を
示
し
た
も
の
だ
と
い
う
説
を
唱
え
て
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
十
三
番
目
の
空
格
に
も
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鄭
氏
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
(
７)
。
此
圖
在
南
呂
與
無
射
間
有
一
個
｢
空
白｣
,
相
當
於
一
個
律,
注
明
南
呂
譜
字
｢
フ｣
。
究
竟
爲
了
什
麼

？
如
欲
解
開
這
個
謎,
應
先
回
顧
一
下,
前
文
十
二
律
相
生
表
中
出
現
清
黄
鍾
與
正
黄
鍾
之
間
的
｢
音
差｣
。
正
黄
鍾
九
寸,
其
半
律
爲
四
寸
五
分,
而
三
分
損
益
所
生
祇
有
四
・
四
三
九
寸,
音
略
高
約
一
個
｢
音
差｣
。
此
相
差
之
數
積
累
的
結
果,
使
形
成
了
如
圖
中
的
｢
空
白｣
―
音
差
積
。
(
こ
の
圖
は
南
呂
と
無
射
の
間
に
｢
空
白｣
が
一
個
あ
り
、
そ
れ
は
一
律
に
相
當
し
、
南
呂
の
譜
字
で
あ
る
｢
フ｣
が
注
記
し
て
あ
る
。
一
體
何
の
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
謎
を
解
く
に
は
ま
ず
、
前
に
述
べ
た
十
二
律
相
生
表
に
出
て
き
た
清
黄
鍾
と
正
黄
鍾
の
間
の
｢
音
差
(
８)｣
を
思
い
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
正
黄
鍾
は
九
寸
で
、
そ
の
半
律
は
四
寸
五
分
で
あ
る
が
、
三
分
損
益
で
生
ず
る
と
こ
ろ
は
四
・
四
三
九
寸
し
か
な
く
、｢
音
差｣
一
つ
分
だ
け
僅
か
に
高
い
。
こ
の
差
異
の
累
積
し
た
結
果
が
、
圖
中
の
｢
空
白｣
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
音
差
積
で
あ
る
。)
こ
れ
に
續
い
て
、｢
黄
鍾｣
律
を
九
寸
と
し
た
時
の
三
分
損
益
生
成
順
の
、
十
三
番
目
の
律
管
長
を
B1
、
そ
の
｢
黄
鍾｣
に
対
す
る
｢
音
差｣
に
當
た
る
管
長
を
A1
、
二
十
五
番
目
の
律
管
長
を
B2
、
そ
の
｢
黄
鍾｣
に
対
す
る
｢
音
差｣
に
當
た
る
管
長
を
A2
、
三
十
七
番
目
の
律
管
長
を
B3
、
そ
の
｢
黄
鍾｣
に
対
す
る
｢
音
差｣
に
當
た
る
管
長
を
A3
、
四
十
九
番
目
の
律
管
長
を
B4
、
そ
の
｢
黄
鍾｣
に
対
す
る
｢
音
差｣
に
當
た
る
管
長
を
A4
、
六
十
一
番
目
の
律
管
長
を
B5
、
そ
の
｢
黄
鍾｣
に
対
す
る
｢
音
差｣
に
當
た
る
管
長
を
A5
、
と
そ
れ
ぞ
れ
置
き
(
９)
、
そ
の
數
値
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
續
き
、
鄭
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
前
圖
最
外
圏
的
｢
空
白｣
(
Ａ
５)
,
與
詞
源
原
圖
外
圏
的
｢
空
白｣
位
置
相
同
。
表
示
由
於｢
音
差｣
的
積
累,
導
致
各
管
的
逐
漸
縮
短,
増
加
了
一
律,
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四
而
産
生
的
現
象
。
原
圖
自
黄
鍾
戌
開
始,
其
位
置
略
被
靠
左
的
大
呂
亥

去
了
一
小
格,
而
大
呂
亥
靠
左,
又
被
太
簇
子

去
了
一
小
格,
及
至
仲
呂
卯,
被
左
首
的

賓
辰
幾
乎

去
了
半
格,
至
夷
則
午,
絶
大
部

被
南
呂
未
所

有,
從
而
使
南
呂
未
應
有
的
位
置
剩
下
的
是
一
個
｢
空
白｣
。
圖
中
自
戌
至
午
九
個
地
支
所
配
應
祇
九
個
律,
但
因
各
律
位
置
逐
漸
向
左
移
的
結
果,
増
加
了
一
律,
計
有
黄
、
大
、
太
、
夾
、
姑
、
仲
、

、
林
、
夷
、
南
等
十
個
律
。
這
一
有
規
律
的
移
動
現
象,
當
非
淺
人

亂
以
訛
傳
謬,
乃
係
結
合
本
章
三
分
損
益
律
計
算
所
産
生
的
結
果,
欲
有
所
暗
示,
而
繪
成
的
｢
示
意
圖｣
。
因
爲
這
個
｢
空
白｣
相
當
無
射
位
置,
依
次
以
應
鍾
爲
黄
鍾,
以
黄
鍾
爲
大
呂,
以
大
呂
爲
太
簇
。
所
以
在
大
呂
的
律
位
外
面,
注
有
太
簇
的
譜
號
｢
マ｣
。
(
前
の
圖
の
一
番
外
側
の
圓
の
｢
空
白｣
(
Ａ
５)
は
、『
詞
源』
原
圖
外
周
の
｢
空
白｣
と
位
置
が
同
じ
で
あ
る
。｢
音
差｣
の
蓄
積
に
よ
り
各
管
の
逐
次
短
縮
が
起
こ
り
、
一
律
が
増
え
て
生
じ
た
現
象
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
原
圖
は
｢
黄
鍾
戌｣
を
起
點
と
し
て
、
そ
の
(｢
黄
鍾｣
の
｢
戌｣
の
。
明
木
注)
位
置
は
左
寄
り
の
｢
大
呂
亥｣
が
小
さ
く
一
格
を
占
め
て
い
る
(｢
戌｣
の
左
端
に
｢
大
呂｣
が
や
や
は
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
か
。
明
木
注)
。｢
大
呂
亥｣
は
左
に
寄
っ
て
い
て
、
同
樣
に
｢
太
簇
子｣
が
小
さ
く
一
格
を
占
め
て
い
る
(｢
亥｣
の
左
端
に
｢
太
簇｣
が
や
や
は
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
か
。
明
木
注)
。
｢
仲
呂
卯｣
に
至
っ
て
は
、
左
側
の
｢

賓
辰｣
に
よ
り
そ
の
半
格
が
占
め
ら
れ
て
お
り
、｢
夷
則
午｣
に
至
っ
て
は
、
そ
の
大
部
分
が
｢
南
呂
未｣
に
占
有
さ
れ
て
い
る
(
午
の
大
部
分
に
南
呂
未
の
南
呂
が
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
か
。
明
木
注)
。
そ
の
結
果
、｢
南
呂
未｣
が
本
來
あ
る
べ
き
位
置
に
｢
空
白｣
が
一
つ
剩
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
圖
中
の
｢
戌｣
か
ら
｢
午｣
に
至
る
九
個
の
地
支
に
は
九
個
の
律
し
か
配
置
さ
れ
な
い
は
ず
だ
が
、
し
か
し
各
律
の
位
置
が
漸
次
左
に
移
動
し
た
結
果
、
一
律
が
増
え
、｢
黄
鍾｣
｢
大
呂｣
｢
太
簇｣
｢
夾
鍾｣
｢
姑
洗｣
｢
仲
呂｣
｢

賓｣
｢
林
鍾｣
｢
夷
則｣
｢
南
呂｣
と
い
う
十
個
の
律
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
律
あ
る
移
動
現
象
は
、
決
し
て
｢
淺
人
の

さ
ん
亂
し
て
訛
を
以
て
謬
を
傳
ふ｣
も
の
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
本
章
の
三
分
損
益
律
の
計
算
か
ら
生
じ
た
結
果
を
結
び
つ
け
て
、
そ
れ
を
暗
示
し
よ
う
と
す
る
｢
説
明
圖｣
な
の
で
あ
る
。
こ
の
｢
空
白｣
が
｢
無
射｣
の
位
置
に
あ
り
、
順
次
｢
應
鍾｣
を
｢
黄
鍾｣
(
の
代
替)
と
な
し
、｢
黄
鍾｣
を
｢
大
呂｣
(
の
代
替)
と
な
し
、
｢
大
呂｣
を
｢
太
簇｣
(
の
代
替)
と
な
し
た
が
故
に
、｢
大
呂
之
律｣
の
外
縁
に
、
｢
太
簇｣
の
字
譜
で
あ
る
｢
マ｣
を
注
記
し
た
の
で
あ
る
。)
ま
た
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
鄭
氏
は
次
の
よ
う
な
圖
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
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五
圖
３
さ
て
、
こ
こ
で
考
え
る
に
、
こ
の
律
呂
隔
八
相
生
圖
の
外
周
外
側
に
注
記
さ
れ
た
｢
マ｣
の
字
譜
は
、
國
家
圖
書
館
藏
明
鈔
本
(
)
等
の
比
較
的
古
い
時
代
の
鈔
本
に
は
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
は
後
の
學
者
に
よ
り
注
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
｢
マ｣
の
意
味
は
、｢
大
呂｣
の
字
譜
が
各
傳
本
が
丸
囲
み
の
｢
ヌ｣
に
作
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
丸
の
中
が
｢
ヌ｣
で
は
な
く
｢
マ｣
で
あ
る
こ
と
を
示
す
注
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
(｢
太
簇｣
の
字
譜
は
丸
囲
み
の
無
い
｢
マ｣
で
、｢
大
呂｣
の
字
譜
は
丸
囲
み
の
あ
る
｢
マ｣)
。｢
太
簇｣
の
位
置
の
ズ
レ
を
示
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
(
)
。
ま
た
鄭
氏
は
『
詞
源』
の
｢
原
圖｣
に
於
い
て
十
二
律
呂
と
十
二
子
と
が
次
第
に
ズ
レ
て
行
く
樣
を
細
か
く
説
明
し
て
お
ら
れ
る
が
、
私
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
鄭
氏
の
記
述
に
合
致
す
る
の
は
范
本
・
粤
本
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
(
)
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
の
傳
本
は
、
十
三
格
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
ズ
レ
方
は
鄭
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
國
家
圖
書
館
藏
明
鈔
本
等
で
は
｢
黄
鍾｣
の
位
置
に
｢
子｣
と
｢
亥｣
と
が
半
々
に
掛
か
っ
て
お
り
、
空
格
の
位
置
に
は
｢
申｣
が
來
て
い
る
。
ま
た
靜
嘉
本
・
宛
本
(
)
で
は
、｢
黄
鍾｣
に
｢
子｣
と
｢
亥｣
と
が
半
々
に
掛
か
っ
て
い
る
點
は
同
じ
だ
が
、
空
格
の
位
置
に
は
｢
酉｣
が
來
て
い
る
。
一
方
、
南
京
圖
書
館
藏
清
鈔
本
(
)
で
は
｢
黄
鍾｣
に
は
正
確
に
｢
子｣
が
來
て
お
り
、｢
南
呂｣
の
半
分
と
空
格
と
に
｢
酉｣
が
跨
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
、
樂
理
を
解
さ
な
い
書
寫
者
に
よ
る
亂
れ
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
｢
有
規
律
的
移
動
現
象
(
規
律
あ
る
移
動
現
象)｣
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
鄭
氏
の
律
管
長
の
數
値
に
つ
い
て
は
、
私
も
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
て
檢
算
を
行
い
、
そ
れ
が
正
し
い
こ
と
を
確
認
し
た
(
)
。
續
い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
鄭
氏
の
作
成
さ
れ
た
同
心
圓
圖
(
右
掲)
に
つ
い
て
も
檢
證
し
て
み
た
い
。
こ
の
圖
が
同
心
圓
型
に
な
っ
て
い
る
の
は
、『
詞
源』
の
律
呂
隔
八
相
生
圖
の
空
格
を
説
明
す
る
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
音
程
差
を
角
度
に
置
き
換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
圓
の
ま
ま
で
は
分
か
り
に
く
い
た
め
、
音
程
差
を
長
さ
に
、
即
ち
棒
グ
ラ
フ

の
圖
に
改
め
て
み
よ
う
。
鄭
氏
の
言
わ
れ
る
｢
音
差｣
と
は
、
音
程
順
に
隣
り
合
っ
た
律
の
間
の
差
で
は
な
く
、｢12n
+
1｣
番
目
の
律
と
｢
正
黄
鍾｣
律
と
の
間
の
差
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
圖
示
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
圖
４
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
實
線
で
示
し
た
の
が
律
管
長
、
點
線
で
示
し
た
の
が
｢
音
差｣
に
當
た
る
管
長
で
あ
る
。
も
し
も
律
管
長
を
示
す
棒
の
上
端
を
揃
え
て
圖
示
す
る
な
ら
ば
次
の
圖
５
の
よ
う
に
な
る
。
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六
圖
４
黄
鍾
A1
B1
A2
B2
A3
B3
A4
B4
A5
B5
そ
れ
ぞ
れ
の
圖
の
意
味
合
い
を
要
す
る
に
、
圖
４
は
｢
律
管
長｣
を
視
覺
的
に
比
較
し
易
い
圖
、
圖
５
は
｢
音
差｣
を
視
覺
的
に
比
較
し
易
い
圖
だ
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
鄭
氏
の
同
心
圓
圖
は
そ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
。
A1
の
端
に
B2
を
揃
え
る
、
A2
の
端
に
B3
を
揃
え
る
、
A3
の
端
に
B4
を
揃
え
る
、
A4
の
端
に
B5
を
揃
え
る
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
を
棒

に
圖
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
圖
６
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
旋
宮
圖
の
よ
う
な
圓
形
圖
で
は
角
度
の
差
が
音
程
差
を
、
棒

の
圖
で
は
長
さ
の
差
が
音
声
差
を
示
す
。
よ
っ
て
圖
４
も
圖
５
も
、
そ
れ
を
圓
形
圖
に
移
せ
ば
、
音
高
の
差
を
示
す
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
圖
６
の
形
で
は
、
音
高
を
比
較
す
る
役
割
は
果
た
せ
な
い
。
起
點
が
揃
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
、
管
長
の
定
ま
っ
た
管
を
ど
う
置
く
か
、
と
い
う
こ
と
以
上
の
意
味
は
無
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
棒
グ
ラ
フ
式
の
圖
を
圓
形
に
(
即
ち
長
さ
を
角
度
に)
置
き
換
え
た
と
こ
ろ
で
、
律
呂
隔
八
相
生
圖
の
こ
の
空
格
が
示
す
律
の
音
高
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。
三
分
損
益
を
十
二
回
繰
り
返
し
て
得
ら
れ
た
律
B1
と
、
さ
ら
に
十
二
回
、
即
ち
計
二
十
四
回
繰
り
返
し
て
得
ら
れ
た
律
B2
の
音
差
は
圖
７
の
如
く
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
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七
圖
５
黄
鍾
A1
B1
A2
B2
A3
B3
A4
B4
A5
B5
圖
６
黄
鍾
A1
B1
A2
B2
A3
B3
A4
B4
A5
B5
圖
８
の
如
く
で
は
な
い
。
A5
の
位
置
が
空
格
の
位
置
に
一
致
す
る
と
言
う
の
は
、
本
來
は
角
度
が
音
高
に
對
應
す
る
は
ず
の
圓
形
圖
で
音
高
を
無
視
し
、
本
來
は
加
算
で
き
る
は
ず
の
な
い
音
差
を
加
算
し
た
結
果
だ
と
言
え
は
し
な
い
か
。
喩
え
て
言
う
な
ら
ば
、
ド
の
二
度
上
は
レ
、
ド
の
三
度
上
は
ミ
、
そ
の
二
度
と
三
度
を
足
し
算
し
て
も
意
味
が
無
い
、
と
い
う
の
に
似
て
い
る
。
ド
の
二
度
上
は
レ
、
レ
の
二
度
上
は
ミ
、
こ
れ
を
合
わ
せ
て
ド
の
三
度
上
は
ミ
、
な
ら
ば
ま
だ
し
も
分
か
る
の
だ
が
。
ま
た
B5
に
相
當
す
る
律
(
錢
氏
三
百
六
十
律
の
｢

動｣
)
の
律
管
長
は
8.4104
で
あ
り
、｢
大
呂｣
の8.4279
よ
り
も
や
や
短
い(
音
高
は
僅
か
に
高
い)
。
も
し
も
そ
の
律
管
長
(
音
高)
に
應
じ
た
形
で
圓
形
圖
に
空
白
を
配
置
す
る
な
ら
ば
、｢
大
呂｣
と
｢
太
簇｣
の
間
に
あ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
事
實
、『
隋
書』
｢
律
暦
志｣
の
三
百
六
十
律
に
於
い
て
、｢

動｣
は
｢
大
呂｣
律
の
グ
ル
ー
プ
(
部)
の
最
初
に
あ
る
(
)
。
故
に
、
も
し
も
音
高
に
應
じ
た
角
度
に
置
く
な
ら
ば
、
鄭
氏
の
言
わ
れ
る
場
所
に
空
白
は
來
な
い
。
ま
た
、
三
分
損
益
を
六
十
回
で
、
即
ち
十
の
二
律
を
五
巡
し
て
止
め
る
理
由
も
明
白
で
は
な
い
。
こ
れ
は
續
け
る
つ
も
り
な
ら
さ
ら
に
續
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
實
際
に
行
っ
た
の
が
錢
樂
之
の
三
百
六
十
律
だ
と
言
え
る
。
や
は
り
結
論
あ
り
き
で
、
空
格
の
位
置
に
A5
が
來
る
よ
う
に
音
差
を
加
算
し
、
音
程
と
角
度
の
對
應
を
無
視
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
そ
う
な
の
で
あ
る
。
鄭
氏
は
續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
隔
八
相
生
法
是
基
於
三
分
損
益
法
的
。
然
而
向
來
的
樂
學
者,
對
於
聲
律
的
推
排,
竝
不
拘
牽
於
三
分
損
益
法
産
生
的
音
差
。
因
爲
傳
統
的
納
音
法,
用
上
生
下
生
法
把
十
二
個
律
呂
局
限
於
一
個
八
度
以
内,
其
影
響
是
很
微
小
的
。
蔡

説
｢
假
數
以
正
其
度,
不
如
耳
決
之
明
也｣
。『
遼
史』
載
｢
大
樂
四
旦
二
十
八
調
不
用
黍
律,
以
琵
琶
弦
叶
之
(
)｣
。
所
以
自
秦
漢
以
來,
以
至
唐
宋
元
明,
在
采
用
隔
八
相
生
進
行
對
十
二
律
七
均
的
推
排
時,
對
於
這
個
音
差
一
向
是
置
而
不
顧
的
。
(
隔
八
相
生
は
三
分
損
益
法
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
し
か
し
從
來
の
音
樂
學
者
は
聲
律
の
配
列
に
際
し
て
、
三
分
損
益
法
か
ら
生
じ
る
音
差
に
は
拘
ら
な
か
っ
た
。
傳
統
の
納
音
法
で
は
、
上
生
と
下
生
を
用
い
て
十
二
個
の
律
呂
を
一
オ
ク
タ
ー
ブ
以
内
に
限
定
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
影
響
は
微
小
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
蔡

は
｢
假
數
以
て
其
の
度
を
正
す
は
、
耳
で
決
す
る
の
明
に
如し
か
ざ
る
な
り｣
と
述
べ
、『
遼
史』
に
は
｢
大
樂
の
四
旦
二
十
八
調
は
黍
律
を
用
ゐ
ず,
琵
琶
弦
を
以
て
之これ
を
叶
ふ｣
と
あ
る
。
そ
の
た
め
秦
漢
以
來
、
唐
宋
元
明
に
至
る
ま
で
、
隔
八
相
生
を
用
い
て
十
二
律
七
均
を
配
置
す
る
時
、
こ
の
音
差
は
一
貫
し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。)
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八
圖
７
黄
鍾
A1
B1
A2
B2
圖
８
黄
鍾
A1
B1
A2
B2
こ
の
｢
音
差｣
が
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
言
え
ま
い
。
京
氏
六
十
律
も
、
錢
氏
三
百
六
十
律
も
、
朱
氏
平
均
律
も
、
ま
さ
に
こ
の
音
差
の
存
在
が
生
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
十
二
律
呂
の
理
念
的
循
環
を
示
す
旋
宮
圖
が
、
こ
の
音
差
を
假
に
無
視
で
き
る
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
も
當
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
律
學
的
な
理
由
以
外
に
、『
詞
源』
そ
の
も
の
の
構
成
か
ら
も
、
同
樣
の
推
測
が
で
き
る
。
拙
論
前
稿
(
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
詞
源』
卷
上
の
樂
律
論
は
、
そ
の
各
條
の
配
置
が
｢
理
念
的
な
も
の
か
ら
實
際
的
な
も
の
へ｣
、
と
い
う
全
體
的
構
成
に
從
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
｢
律
呂
隔
八
相
生｣
條
は
卷
上
の
三
番
目
、
そ
の
前
後
は
い
ず
れ
も
理
念
的
な
概
念
を
述
べ
る
條
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
條
は
十
二
律
呂
の
理
念
的
成
立
と
循
環
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、『
詞
源』
卷
上
の
構
成
か
ら
見
て
も
こ
こ
に
極
め
て
細
か
い
音
律
學
的
な
事
項
が
置
か
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
本
條
よ
り
後
ろ
の
各
條
に
於
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
カ
ン
マ
を
考
慮
し
た
音
律
は
全
く
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
。
ま
た
本
書
が
基
本
的
に
詞
樂
理
論
と

詞
の
創
作
の
爲
の
指
南
書
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
歌
唱
上
も
、
詞
樂
に
伴
う
樂
器
の
演
奏
上
も
、
こ
う
し
た
音
律
學
的
な
要
素
は
直
接
關
係
無
い
と
言
え
る
。
こ
う
い
っ
た
點
か
ら
、
私
は
鄭
氏
の
説
に
は
從
わ
ず
、
こ
の
十
三
番
目
の
空
格
は
、
音
律
を
解
さ
な
い
者
に
よ
る
書
寫
の
過
程
で
生
じ
た
錯
誤
で
あ
り
、
本
來
本
圖
は
十
二
律
呂
を
配
す
る
十
二
格
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
二
、
本
文
に
つ
い
て
律
呂
隔
八
層
生
圖
に
續
く
本
文
は
、『
國
語』
｢
周
語
下｣
、『
史
記』
卷
二
十
五
｢
律
書
第
三｣
、『
漢
書』
卷
二
十
一
上
｢
律
暦
志
上｣
、『
白
虎
通
義』
｢
五
行｣
か
ら
十
二
律
呂
の
各
律
に
關
す
る
記
述
を
引
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
律
呂
毎
に
整
理
・
編
集
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
細
か
な
典
據
に
つ
い
て
は
別
稿
を
參
照
い
た
だ
き
た
い
(
)
。
但
し
、
十
二
律
呂
そ
れ
ぞ
れ
に
於
け
る
文
獻
の
引
用
の
さ
れ
方
を
見
る
に
、
全
て
の
律
呂
に
同
樣
に
引
用
文
が
配
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
引
用
の

況
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
｢
無
射｣
で
は
『
史
記』
『
漢
書』
『
白
虎
通』
を
、｢
大
呂｣
で
は
『
史
記』
『
白
虎
通』
を
、｢
夾
鍾｣
で
は
『
白
虎
通』
を
、
れ
ぞ
れ
缺
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
疏
證
本
(
)
で
は
そ
れ
ら
を
獨
自
に
補
い
、
體
裁
を
整
え
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
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九
國
語
史
記
漢
書
白
虎
通
黄
鍾
○
×
○
○
太
簇
○
○
○
○
姑
洗
○
○
○
○

賓
○
○
○
○
夷
則
○
○
○
○
無
射
○
×
×
×
大
呂
○
×
○
×
夾
鍾
○
○
○
×
仲
呂
○
○
○
○
林
鍾
○
○
○
○
南
呂
○
○
○
○
應
鍾
○
○
○
○
○｢
黄
鍾｣
の
｢
黄
者
中
也｣
を
『
漢
書』
｢
律
暦
志
上｣
の
本
文
に
合
わ
せ
て
｢
黄
者
中
之
色
也｣
に
改
め
、｢
原
脱
之
色
二
字｣
と
注
す
る
。
○
｢

賓｣
の
｢
萬
物｣
を
『
漢
書』
本
文
に
準
じ
て
｢
養
物｣
に
改
め
て
い
る
。
○
｢

賓｣
の
｢
陰
氣
始
。
賓
敬
也｣
を
『
白
虎
通
義』
本
文
に
準
じ
て
｢
陰
氣
始
起
、
故
賓
敬
之
也｣
に
改
め
て
い
る
。
○
｢
應
鍾｣
の
『
白
虎
通
義』
の
引
用
文
の
前
に
｢
又
曰｣
は
無
い
が
、
こ
れ
を
加
え
て
い
る
。
な
ど
、
疏
證
本
は
き
め
細
か
い
校
訂
と
編
集
を
行
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
叢
編
本
(
)
も
同
樣
の
追
加
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
疏
證
本
に
從
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
本
文
に
於
け
る
十
二
律
呂
の
配
列
順
は
、
で
あ
り
、
前
半
が
陽
律
、
後
半
が
陰
呂
(
そ
れ
ぞ
れ
の
中
は
音
程
順)
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
音
程
順
で
も
な
く
、
三
分
損
益
生
成
順
で
も
な
く
、
陽
律
と
陰
呂
に
分
離
し
た
配
列
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
○
本
條
の
一
つ
前
、
第
二
條
が
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
で
あ
り
、
本
條
は
そ
れ
を
受
け
て
、
思
想
上
・
理
念
上
の
解
釋
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
。
○
本
文
に
續
く
｢
上
下
相
生
環
圖｣
が
、
陽
律
と
陰
呂
の
相
生
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
と
符
合
す
る
。
本
條
の
主
眼
は
、
音
律
學
や
音
樂
の
實
際
か
ら
や
や
離
れ
て
、
思
想
的
・
理
念
的
な
十
二
律
呂
の
循
環
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
三
、｢
上
下
相
生
環
圖｣
に
つ
い
て
圖
の
前
に
置
か
れ
た
説
明
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
氣
始
於
冬
至
、
律
本
於
黄
鍾
。
或
損
或
益
、
以
生
商
角
徴
羽
。
陽
下
生
陰
、
陰
上
生
陽
。
下
生
者
、
倍
其
實
三
其
法
。
上
生
者
、
四
其
實
三
其
法
。
故
黄
鍾
長
九
寸
、
倍
之
爲
十
八
、
三
之
爲
六
、
而
生
林
鍾
之
長
。
林
鍾
長
六
寸
、
四
之
爲
二
十
四
、
三
之
爲
八
、
而
生
太
簇
之
長
。
此
律
呂
損
益
相
生
之
説
也
。
(
氣
は
冬
至
於よ
り
始
ま
り
、
律
は
黄
鍾
に
本もと
づ
く
。
或
い
は
損そこ
な
ひ
或
い
は
益ま
し
、
以
て
商
角
徴
羽
を
生
ず
。
陽
は
陰
を
下
生
し
、
陰
は
陽
を
上
生
す
。
下
生
な
る
者
は
、
其
の
實
を
倍
し
其
の
法
を
三
す
。
上
生
な
る
者
は
、
其
の
實
を
四
し
其
の
法
を
三
す
。
故
に
黄
鍾
の
長
は
九
寸
、
之これ
を
倍
す
れ
ば
十
八
爲た
り
、
之
を
三
す
れ
ば
六
爲た
た
り
、
而
し
て
林
鍾
の
長
を
生
ず
。
林
鍾
の
長
は
六
寸
、
之
を
四
す
れ
ば
二
十
四
爲た
り
、
之
を
三
す
れ
ば
八
爲た
り
、
而
し
て
太
簇
の
長
を
生
ず
。
此これ
律
呂
損
益
相
生
の
説
な
り
。)
こ
の
｢
氣
始
於
冬
至
、
律
本
於
黄
鍾｣
は
、
一
年
の
陰
陽
の
氣
が
冬
至
に
始
ま
る
こ
と
、
十
二
律
呂
は
そ
の
第
一
律
｢
黄
鍾｣
に
始
ま
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
言
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
｢
黄
鍾｣
は
、
冬
至
の
月
で
あ
る
十
一
月
に
配
當
さ
れ
る
。
『
史
記』
卷
二
十
五
｢
律
書
第
三｣
に
、
凡
得
九
寸
、
命
曰
黄
鍾
之
宮
。
故
曰
音
始
於
宮
、
窮
於
角
。
…
(
中
略)
…
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一
〇
陽
律
陰
呂
黄
太
姑

夷
無
大
夾
仲
林
南
應
音
程
順
音
程
順


























氣
始
於
冬
至
、
周
而
復
生
。
(
凡
そ
九
寸
を
得
て
、
命
じ
て
曰
く
黄
鍾
之
宮
と
。
故
に
曰
く
音
は
宮
に
始
ま
り
、
角
に
窮
ま
る
。
…
(
中
略)
…
氣
は
冬
至
に
始
ま
り
、
周
し
て
復
た
生
ず)
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
ま
た
｢
下
生｣
は
三
分
損
一
に
よ
り
次
の
律
を
生
じ
る
こ
と
を
言
い
、
八
律
上
の
音
程
が
生
成
さ
れ
る
。
第
一
律
｢
黄
鍾｣
が
陽
律
な
の
で
、
下
生
に
よ
っ
て
生
じ
る
音
程
は
必
ず
陰
呂
と
な
る
。
陽
律
が
陰
呂
を
生
む
の
で
｢
下｣
と
言
う
の
で
あ
る
。
同
樣
に
｢
上
生｣
は
三
分
易
一
に
よ
り
次
の
律
を
生
じ
る
こ
と
を
言
い
、
六
律
下
の
音
程
が
生
成
さ
れ
る
。
下
生
に
よ
っ
て
既
に
生
成
し
た
陰
呂
に
對
し
て
上
生
を
行
う
と
、
次
に
生
じ
る
音
程
は
必
ず
陽
律
と
な
る
。
陰
呂
が
陽
律
が
を
生
む
の
で
｢
上｣
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
｢
倍
其
實
、
三
其
法｣
の
｢
實｣
は
割
り
算
の
割
ら
れ
る
數
、
つ
ま
り
分
數
の
分
子
の
こ
と
、｢
法｣
は
割
り
算
の
割
る
數
、
つ
ま
り
分
數
の
分
母
の
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
言
う
。
あ
る
律
の
管
長
(
弦
長)
を
三
分
の
二
に
す
る
こ
と
を
言
う
。
即
ち
三
分
損
一
(
三
分
の
一
を
減
ず
る
こ
と)
と
同
義
で
あ
る
。
同
樣
に
｢
四
其
實
、
三
其
法｣
は
あ
る
律
の
管
長
(
弦
長)
を
三
分
の
四
に
す
る
こ
と
を
言
う
。
即
ち
三
分
益
一(
三
分
の
一
を
増
す
こ
と)
と
同
義
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
守
本
・
疏
證
本
・
叢
編
本
・
國
本
以
外
の
『
詞
源』
の
諸
本
は
、
こ
の
｢
三
其
法｣
を
｢
倍
其
法｣
に
作
る
が
、
三
分
損
益
に
於
い
て
分
母
が
倍
(
即
ち
二)
に
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
守
本
・
疏
證
本
・
叢
編
本
・
國
本
(
)
は
校
訂
の
結
果
｢
三｣
に
改
め
て
い
る
。
こ
の
説
明
文
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
計
算
は
、
黄
鍾
九
寸
之
を
倍
す
れ
ば
十
八
、
之
を
三
す
れ
ば
六
(
２
を
掛
け
て

、
３
で
割
っ
て
６)
之
を
四
す
れ
ば
二
十
四
、
之
を
三
す
れ
ば
八
(
４
を
掛
け
て

、
３
で
割
っ
て
８)
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。｢
以
生
商
角
徴
羽｣
(
以
て
商
角
徴
羽
を
生
ず)
と
あ
る
樣
に
、
十
二
律
呂
と
同
樣
五
聲
(
七
聲)
も
三
分
損
益
で
生
成
す
る
。
本
圖
も
、
諸
傳
本
間
に
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
甚
だ
し
き
は
、
綫
が
途
中
で
切
れ
て
い
る
も
の
や
、
十
二
子
の
子
に
全
く
綫
が
繋
が
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
但
し
、
十
二
子
の
各
文
字
及
び
｢
下
生
陰｣
｢
上
生
陽｣
に
は
異
同
は
無
い
。
綫
の
途
切
れ
た
も
の
は
、
例
え
ば
底
本
の
如
く
、
十
二
子
の
左
方
、
縱
に
揃
っ
た
位
置
に
空
間
が
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
十
二
子
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
た
め
、
十
二
子
に
對
應
す
る
十
二
律
呂
を
添
え
よ
う
と
し
た
名
殘
り
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
實
際
に
十
二
律
呂
を
補
っ
た
の
が
、
疏
證
本
・
叢
編
本
で
あ
る
。
例
と
し
て
底
本
(
圖
９)
と
疏
證
本
(
圖
)
を
擧
げ
て
お
く
。
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一
一
9
×2
18
＝
よ
っ
て
｢
林
鍾｣
は
６
寸
3
3
6
×4
24
＝
よ
っ
て
｢
太
簇｣
は
８
寸
3
3
本
圖
に
書
き
込
ま
れ
た
十
二
子
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
圖
の
上
方
圖
の
下
方
戌
申
午
辰
寅
子
酉
亥
丑
卯
巳
未
こ
れ
に
、
對
應
す
る
十
二
律
呂
を
添
え
る
な
ら
ば
、
圖
の
上
方
圖
の
下
方
戌
申
午
辰
寅
子
酉
亥
丑
卯
巳
未
無
夷

姑
太
黄
南
應
大
夾
仲
林
と
な
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
上
方
は
陽
律
、
下
方
は
陰
呂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
三
分
損
益
を
順
に
行
う
と
、
陽
律
と
陰
呂
が
交
互
に
生
成
さ
れ
る
。
こ
の
圖
の
よ
う
に
、
十
二
子
と
十
二
律
呂
を
陰
陽
に
分
け
て
上
下
に
竝
べ
る
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
實
は
、
そ
れ
を
順
に
綫
で
結
ぶ
と
螺
旋
状
に
な
る
、
と
言
う
こ
と
が
そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
點
を
整
理
す
る
た
め
に
今
、『
詞
源』
本
圖
を
や
や
ア
レ
ン
ジ
し
つ
つ
整
理
し
て
み
よ
う
。
本
圖
の
よ
う
に
三
分
損
益
の
生
成
順
を
綫
で
結
ぶ
場
合
、
そ
の
綫
が
出
來
る
だ
け
交
わ
ら
な
い
よ
う
な
配
置
に
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
十
二
律
呂
の
生
成
を
陽
律
と
陰
呂
に
分
け
て
示
す
な
ら
ば
、
と
な
る
(
律
呂
名
の
横
に
數
字
で
三
分
損
益
生
成
順
を
添
え
た)
。
即
ち
、
陽
律
と
陰
呂
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
順
番
な
ら
、
そ
れ
を
繋
ぐ
綫
は
交
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
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一
二
圖
９
底
本
圖

疏
證
本
(
陽
律)
黄１
太３
姑５
７
夷９
無
(
陰
呂)
林２
南４
應６
大８
夾
仲
本
圖
の
よ
う
に
陽
律
と
陰
呂
を
分
離
し
て
上
下
に
置
く
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
ま
ず
陽
律
を
下
か
ら
上
に
竝
べ
替
え
、
そ
の
上
で
中
心
か
ら
上
下
に
、
陽
律
と
陰
呂
が
向
き
合
う
方
向
に
配
置
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
綫
が
交
差
し
な
い
形
を
構
成
で
き
る
。
こ
れ
に
十
二
子
を
添
え
て
、『
詞
源』
本
圖
の
よ
う
に
角
を
持
た
せ
ず
、
圓
を
描
い
て
生
成
順
を
結
ぶ
な
ら
ば
、
と
な
る
。
こ
れ
な
ら
ば
｢
子
＝
黄
鍾｣
を
中
心
に
、
綫
を
交
わ
ら
せ
る
こ
と
無
く
、
螺
旋
状
に
順
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
一
見
複
雜
に
見
え
る
『
詞
源』
本
圖
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
そ
の
仕
組
み
が
視
覺
的
に
理
解
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
既
に
見
た
よ
う
に
本
條
は
十
二
律
を
循
環
す
る
も
の
と
し
て
理
念
的
に
示
し
て
い
る
。
よ
っ
て
｢
巳
＝
仲
呂｣
(
生
成
順
)
は
次
に
｢
子
＝
黄
鍾｣
(
生
成
順
１)
に
戻
っ
て
來
る
。
但
し
こ
の
時
、
一
番
外
縁
部
の
｢
巳｣
か
ら
中
心
部
の
｢
子｣
に
綫
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
他
の
綫
を
横
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
、
と
な
る
。
さ
ら
に
『
詞
源』
本
圖
は
、
理
由
は
不
明
な
が
ら
、
圖
の
下
半
分
の
陰
呂
の
列
で
本
來
最
初
に
、
つ
ま
り
｢
酉
＝
南
呂｣
(
生
成
順
４)
の
上
に
あ
る
べ
き
｢
未
＝
林
鍾｣
(
生
成
順
２)
が
一
番
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
を
結
ん
だ
綫
も
同
樣
に
他
の
綫
を
横
切
ら
ざ
る
を
得
ず
、
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一
三
無
夷９
７
姑５
太３
黄１
(
陽
律)
(
陰
呂)
林２
南４
應６
大８
夾
仲
圖

圖

と
な
る
。
こ
れ
が
圖
を
以
て
解
釋
し
た
本
圖
の
姿
だ
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
鄭
氏
は
同
じ
く
『
詞
源
解
箋』
中
で
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
カ
ン
マ
の
問
題
の
故
に
十
二
律
呂
は
循
環
し
な
い
、
つ
ま
り｢
巳
＝
仲
呂｣
の
次
の
律
は｢
子
＝
黄
鍾｣
と
は
重
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
本
圖
に
於
い
て
も
最
後
の
｢
巳
＝
仲
呂｣
(
生
成
順
)
は
｢
子
＝
黄
鍾｣
(
生
成
順
１)
と
結
ぶ
べ
き
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
お
ら
れ
る
(
)
。
し
か
し
こ
れ
も
、
右
で
既
に
述
べ
た
こ
と
と
同
樣
に
、
○
『
詞
源』
本
條
は
十
二
律
呂
の
理
念
的
成
立
と
循
環
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
○
本
條
冒
頭
の
｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
は
十
二
律
呂
が
理
念
上
循
環
す
る
こ
と
を
示
す
旋
宮
圖
で
あ
る
。
○
本
｢
上
下
相
生
環
圖｣
も
そ
れ
に
對
應
し
て
、
理
念
上
の
循
環
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
○
本
圖
直
前
の
説
明
文
に
｢
氣
は
冬
至
よ
り
始
ま
る｣
と
あ
る
よ
う
に
、
十
二
律
呂
を
一
年
の
十
二
箇
月
と
同
樣
循
環
す
る
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
○
ま
た
そ
の
説
明
文
が
述
べ
る
の
も
三
分
損
益
の
基
本
の
み
で
あ
り
、
本
圖
に
音
律
學
的
な
音
差
を
考
慮
す
る
必
要
は
無
い
。
と
い
っ
た
點
か
ら
、｢
巳
＝
仲
呂｣
を
｢
子
＝
黄
鍾｣
と
結
ぶ
綫
を
引
い
て
も
特
に
問
題
は
無
い
と
考
え
る
。
鄭
氏
は
、｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
の
空
格
を
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
カ
ン
マ
を
反
映
す
る
も
の
だ
と
見
た
故
に
、
本
｢
上
下
相
生
環
圖｣
も
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
カ
ン
マ
を
反
映
し
て
圓
環
に
結
ぶ
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
一
方
こ
こ
で
は
、｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
は
旋
宮
圖
で
あ
り
、
そ
の
空
格
は
單
に
書
寫
の
誤
り
だ
と
見
な
し
た
が
故
に
、
本
｢
上
下
相
生
環
圖｣
も
圓
環
と
し
て
繋
ぐ
も
の
と
考
え
て
お
く
。
以
上
、｢
律
呂
格
八
相
生
圖｣
・
本
文
・｢
上
下
相
生
環
圖｣
に
つ
い
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
檢
討
し
て
き
た
。
既
に
述
べ
た
如
く
、『
詞
源』
卷
上
の
各
條
は
、
お
お
ま
か
に｢
理
念
的
な
も
の
か
ら
實
際
的
な
も
の
へ｣
と
い
う
配
列
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
論
前
稿
で
掲
げ
た
概
略
圖
を
再
度
示
す
な
ら
ば
、
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一
四
圖

こ
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
こ
の
流
れ
の
中
で
考
え
れ
ば
、
殊
更
に
音
律
學
的
な
複
雜
な
解
釋
を
持
ち
込
ま
ず
と
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
十
二
律
呂
の
生
成
・
陰
陽
五
行
・
十
二
子
と
の
對
應
と
い
う
理
念
的
且
つ
基
礎
的
な
事
項
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
※
本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
科
學
研
究
費
補
助
金
(
課
題
番
號
二
二
五
二
〇
一
五
七)
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
注
(
１)
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所
『
文
化
科
学
研
究』
第

巻
所
収
。
(
２)
本
圖
に
は
本
來
名
稱
が
無
い
た
め
、
こ
こ
で
は
假
に
｢
上
下
相
生
環
圖｣
と
呼
ぶ
。
な
お
こ
の
名
稱
は
鄭
孟
津
・
呉
平
山
『
詞
源
解
箋』
(
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇)
に
於
い
て
鄭
孟
津
氏
が
用
い
て
お
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(
３)
こ
こ
で
言
う
底
本
、
及
び
各
傳
本
の
名
稱
に
つ
い
て
は
、
詞
源
研
究
會
編
著
『
宋
代
の
詞
論
―
張
炎
｢
詞
源｣』
(
中
國
書
店
二
〇
〇
四)
に
從
っ
た
。
底
本
は
(
清)
秦
恩
復
輯
『
詞
學
叢
書』
(
清
刊
、
享
帚
精
舍)
所
收
本
(
立
命
館
大
學
文
學
部
所
藏
、
鈴
木
虎
雄
舊
藏
本)
、
守
本
は
(
清)
錢
煕
祚
輯
『
守
山
閣
叢
書』
(
道
光
二
三
年
序
刊)
所
收
本
を
言
う
。
(
４)
文
字
を
消
し
た
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
。｢

乙｣
｢

抹
勾
乙｣
に
同
じ
。
(
５)
(
清)
鄭
文
『
詞
源

律』
(
書
帶
草
堂
刊
、
清
光
緒
年
間)
。
(
６)
鄭
孟
津
・
呉
平
山
『
詞
源
解
箋』
(
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇)
。
(
７)
前
掲
『
詞
源
解
箋』
第
三
章
、[
解]
｢
隔
八
相
生
旋
宮
圖｣
。
(
８)
前
掲
『
詞
源
解
箋』
第
三
章
、[
箋]
[
三
分
損
益
計
算
法]
。
(
９)
こ
れ
ら
の
律
は
、
京
房
六
十
律
及
び
錢
樂
之
三
百
六
十
律
に
於
い
て
は
、
B1
は
｢
執
始｣
に
、
B2
は
｢
丙
盛｣
に
、
B3
は
｢
分
動｣
に
、
B4
は
｢
質
未｣
に
、
B5
は
｢

動｣
に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
當
す
る
と
考
え
れ
ば
分
か
り
易
い
。
(
)
國
家
圖
書
館
(
北
京)
藏
明
鈔
本
上
下
二
卷
一
册
(
圖
書
番
号
０
８
６
２
３)
。
松
尾
肇
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
(
)
ま
た
大
呂
以
外
の
圓
外
の
記
號
は
い
ず
れ
も
見
慣
れ
な
い
形
を
し
て
お
り
、
疑
問
が
殘
る
。
書
寫
の
過
程
で
形
状
が
亂
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
(
)
范
本
は
(
清)
范
	
輯
『
范
白
舫
所
刊
書』
(
道
光
間
、
烏
程
范
氏
刊)
所
收
本
、
粤
本
は
(
清)
伍
崇
曜
輯
『
粤
雅
堂
叢
書』
所
收
本
(
清
刊
本)
、
楡
本
は
(
清)
許
増
輯
『
楡
園
叢
刻』
所
收
本
(
嚴
一
萍
輯
『
百
部
叢
書
集
成』
所
收)
、
思
賢
本
は
『
思
賢
書
局
所
刻
詞
學
書』
(
光
緒
年
湖
南
思
賢
書
局
刊
本)
所
收
本
、
呉
本
は
呉
梅
校
勘
『
詞
源』
二
卷
(
民
國
七
年
再
版
、
國
立
北
京
大
學
出
版
部
刊)
を
言
う
。
(

)
静
嘉
本
は
乾
隆
三
年
朗
嘯
齋
影
元
鈔
本
(
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
本
、
陸
心
源
十
萬
卷
樓
舊
藏
本)
、
宛
本
は
(
清)
阮
元
輯
『
宛
委
別
藏』
(
民
國
七
〇
年
、
台
灣
商
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一
五
｢
五
音
相
生｣
五
聲
・
七
聲
と
十
二
律
呂
の
理
念
的
成
念
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
理
｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
五
聲
・
七
聲
と
十
二
律
呂
の
律
學
的
成
立
｢
律
呂
隔
八
相
生｣
｢
律
生
八
十
四
調｣
各
宮
調
の
成
立
｢
古
今
譜
字｣
｢
四
宮
清
聲｣
｢
五
音
宮
調
配
屬
圖｣
｢
十
二
律
呂｣
｢
管
色
應
指
字
譜｣
實
際
に
用
い
る
音
符
｢
宮
調
應
字
譜｣
｢
律
呂
四
犯｣
音
符
の
運
用
｢
結
聲
正
訛｣
｢
謳
曲
指
要｣
實 際
務
印
書
館
刊)
所
收
清
嘉
慶
間
阮
元
進
呈
影
鈔
元
鈔
本
を
言
う
。
(
)
南
京
圖
書
館
藏
清
鈔
本
上
下
二
卷
一
册
(
図
書
番
号
Ｇ
Ｊ
１
１
１
９
９
２)
。
松
尾
肇
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
(
)
一
箇
所
だ
け
、
表
の
(
四)
の
黄
鍾
、
即
ち
B4
の
値
は
｢8.524｣
で
は
な
く
｢8.525｣
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
全
体
の
議
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
誤
差
で
は
な
い
。
(
)
『
隋
書』
卷
十
六
｢
律
暦
上｣
。
(
)
『
遼
史』
卷
五
十
四
｢
樂
志
・
大
樂｣
に
｢
四
旦
二
十
八
調
為
大
樂
。
婆

力
旦
…
(
中
略)
…

識
旦
…
(
中
略)
…
沙
識
且
…
(
中
略)
…
沙
侯
加
濫
旦
。
右
四
旦
二
十
八
調
不
用
黍
律,
以
琵
琶
絃
叶
之
。｣
と
あ
る
。
(
)
前
掲
｢『
詞
源』
巻
上
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
考
―
そ
の
二
重
循
環
の
意
味
す
る
も
の｣
。
(
)
明
木
茂
夫
・
松
尾
肇
子
『
張
炎
｢
詞
源｣
卷
上
譯
注
稿』
、
平
成
二
十
三
年
度
科
學
研
究
費
補
助
金
報
告
書
(
課
題
番
號
二
二
五
二
〇
一
五
七
、
二
〇
一
三)
。
(
	)
(
近
人)
蔡

『
詞
源
疏
證』
二
卷
(
金
陵
大
學
中
國
文
化
研
究
所
排
印
、
民
國
二
一
年)
。
(
)
(
近
人)
唐
圭
璋
輯
『
詞
話
叢
編』
所
收
本
(
民
國
二
三
年
序
刊
本
、
一
九
八
六
年
中
華
書
局
排
印
本)
。
(
)
(
近
人)
王
雲
五
輯
『
國
學
基
本
叢
書』
(
台
灣
商
務
印
書
館
景
排
印
、
民
國
五
七
年)
。
(
)
105
頁
か
ら
106
頁
。
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一
六
